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地
産
地
消
・
手
仕
込
み
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「C

afé

里
わ
」
ご

存
知
で
す
か
？

　
道
の
駅
「
花
の
駅 

千
曲
川
」

に
あ
る
「C

afé

里
わ
」
は
、

今
年
で
オ
ー
プ
ン
11
年
目
を
迎

え
る
人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

　　

昨
年
の
大
規
模
改
修
に
よ

り
、
店
内
色
調
を
明
る
く
し
て

窓
も
大
き
く
と
り
、
千
曲
川
対

岸
の
高
社
山
や
菜
の
花
公
園
な

ど
が
ワ
イ
ド
に
望
め
る
カ
ウ
ン

タ
ー
席
を
10
席
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
店
内
の
家
具
や
食
器
は

飯
山
市
出
身
の
家
具
作
家 

松

木
啓
直
さ
ん
の
作
品
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
木
を
使
っ
た

イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
で
お
食
事
を

お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

素
材
も
飯
山
産
、
長
野
県

産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
お

米
は
も
ち
ろ
ん
「
飯
山
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
で
す
。
新
鮮
な
野
菜

や
キ
ノ
コ
類
は
、
隣
の
農
産
物

直
売
所
「
千
曲
川
」
か
ら
仕
入

れ
て
お
り
、
ま
た
菜
の
花
み
ゆ

き
卵
、北
信
州
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
、

信
州
福
味
鶏
な
ど
も
使
用
し
て

い
ま
す
。

 

一
番
人
気
の
「
里
わ
カ
レ
ー
」

は
、
シ
ェ
フ
自
ら
調
合
し
た
ピ

リ
ッ
と
し
た
ス
パ
イ
シ
ー
な
カ

レ
ー
で
、
飯
山
自
慢
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
野
菜
と
マ
ッ
チ

し
て
大
盛
必
至
の
一
品
で
す
‼

　
「
里
わ
カ
レ
ー
」
以
外
の
メ

ニ
ュ
ー
も
地
域
の
と
れ
た
て
新

鮮
な
食
材
を
店
内
手
仕
込
み
し

て
い
ま
す
。
月
替
わ
り
、
週
替

わ
り
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
ご

用
意
し
て
お
客
さ
ま
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
事
の
ほ
か
に

▲地元野菜がたっぷり「里わカレー」

定番味と季節限定味を楽しめます！

ス
イ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
飯
山
市
内
の
お
菓
子
屋
さ

ん
の
人
気
商
品
を
取
り
揃
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、名
物
ス
ノ
ー

キ
ャ
ロ
ッ
ト
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
代
表
と
す
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
は
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
１
日
１
２
０
０
本

も
売
れ
た
大
人
気
商
品
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
も
「C

afé

里
わ
」

こ
だ
わ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
の
豆
を
使
用
す
る
な
ど
、

食
事
以
外
で
も
飯
山
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

営
業
時
間
は
午
前
７
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
飯
山
で
珍
し
く
朝
食

が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で

す
。「
朝
カ
レ
ー
」
や
菜
の
花

み
ゆ
き
卵
を
使
用
し
た
「
た
ま

ご
か
け
ご
飯
」
が
食
べ
ら
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
市
内
の
皆
さ
ん

も
地
産
地
消
・
手
仕
込
み
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「C

afé

里
わ
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

信
州
い
い
や
ま
観
光
局

　
道
の
駅
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　

 

松
川　
億む
ね
よ
し吉

贅沢‼みゆきポーク

あしあと　7・8 月の活動記録
7月10日
26日
〃　

8月　9日
21日
23日
24日
28日

農業委員会役員会
7月農業委員会総会
情報委員会
農業委員会役員会
北信五市農業委員会研修会
北信州農村女性のつどい
管内視察研修
8月農業委員会総会

　最初に瑞穂地区柏尾で、（有）柏尾精
米のジュース用トマトの収穫作業を見学
しました。強い日差しの下、畑では10名
ほどの従業員が作業をしていました。昔
のように一つずつ手で収穫するのではな
く、専用の収穫機で一度に茎ごと刈り取
ります。収穫したトマトは、後ろから付
いていく運搬車のコンテナに入れていく

▲ローズヒップ畑

▲ジュース用トマト専用収穫機

▲露地植えのスズラン

▲最終選別作業

▲「やんちゃ豆」　
　ネーミングは、やんちゃ坊主が由来

研 修 視 察 報 告 　　廣瀬公一　高橋政宏　清水勝飯山市農業委員会

　梨元農園では、四季折々の花を30～
40品目生産・販売をされています。今回
は、柏尾峯で栽培されているスズランや
ローズヒップ・ワレモコウ・ナルコランを
視察させいただきました。スズランは1
月下旬から5月末ごろまで出荷されます。
11月ごろスズランの掘り起こし作業を行
い、苗分けをした後2カ月間冷蔵庫での
保存を経て、市場にスズランが出回りま
す。
　スズランはセンチュウという害虫に弱
いため、その対策としてネマヘラソウ

◆（有）柏尾精米　～ジュース用トマト収穫作業～◆

残暑が厳しい 8月 24日、農業委員会は市内 3カ所の研修視察を行いました。

　飯山市の観光名所の一つである道の駅「花の駅 千曲川」。
ゆっくりと過ごせるカフェでは、飯山を“食 ”で楽しめるよう
に、地元の素材を使用したオリジナルメニューを提供。今回
は「Café里わ」を紹介していただきました。

行こう！ 道の駅「花の駅 千曲川」
シリーズ②

というやり方です。コンテナから落ちた
り畑に残ったトマトは、後ろから従業員
の方が拾っていました。コンテナは250
キログラム入る大きなものなので、運搬
にはフォークリフトを使用していました。
　炎天下で行われる農作業も機械化す
ることで、従業員の負担を軽減できるの
だと感じました。

◆梨元農園（代表 梨元 茂さん）　～花き栽培～◆

（スーダングラス）の栽培を行っています。
スズランにとても良い作用があるネマヘ
ラソウは、種苗会社の研究では土壌の改
善にも良い効果があるとの事で、今後遊
休農地で利用出来ないかと考えているそ
うです。
　以前は一年中出荷されている周年花材
が主流であったようですが、現在では季
節を彩る季節花材の取り扱いが増えてい
るようです。四季がはっきりしている飯
山を彩る花々に注目したいと思います。

◆奥信濃農園（代表 大日方 隆行さん）　～枝豆出荷調整作業～◆

　最後は、常盤地区で約15ヘクタール
の大規模畑作経営による「枝豆栽培」に
取り組まれている奥信濃農園を訪ねまし
た。
　枝豆は鮮度と味が命で、予冷温度・酸
素濃度・湿度を適正管理することで味が

変わります。現在６品種ほどの枝豆を作
付けしており、7月から9月中旬まで一
日平均2.5トンを収穫。天気を読みなが
ら多い時には4トンほど収穫するそうで
す。大手スーパーを始めとするバイヤー
との契約栽培を行っており、日量の出荷
契約数が決められているため、多めに収
穫をし、予冷施設に保存して欠品の無い
ように調整をしているとのことです。
　大規模経営を行うには機械化が必要
不可欠であり、機械に任せるところは機
械に任せ、消費者へ届く最後の選別作業
は人の手、目視により行っていました。
　奥信濃農園の枝豆は、「やんちゃ豆」
として日本各地に出荷されています。

市内菓子店の和洋菓子


